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部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

）議事
ぎ じ

要旨
ようし

（５月
がつ

） 

 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３ 年
ねん

５ 月
がつ

３１日
にち

（火
ひ
）１３：３０～１６：４０ 

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

２階
かい

共 用
きょうよう

第
だい

６会議 室
かいぎしつ

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

森
もり

座 長
ざちょう

、竹 端
たけはた

副 座 長
ふくざちょう

、荒井
あらい

委員
いいん

（代理
だいり

）、石 橋
いしばし

委員
いいん

、大 濱
おおはま

委員
いいん

、尾上
おのえ

委員
いいん

、坂 本
さかもと

委員
いいん

、 

西 滝
にしたき

委員
いいん

、東 川
ひがしかわ

委員
いいん

、渡井
わたい

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

 

（論 点
ろんてん

整理
せいり

の 前
まえ

に） 

 

・盲
もう

ろう者
しゃ

の特異 性
とくいせい

や多様 性
たようせい

を考
かんが

えると、自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の重 度
じゅうど

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の同 行
どうこう

援護
えんご

を利用
りよう

することは 難
むずか

しい 

・盲
もう

ろう者
しゃ

の人 数
にんずう

は少
すく

ないので、 盲
もう

ろう者向
しゃむ

け通 訳
つうやく

・介 助 員
かいじょいん

派遣
はけん

事 業
じぎょう

は

市 町 村
しちょうそん

単位
たんい

ではなく都道府県
とどうふけん

単位
たんい

での実施
じっし

を求
もと

める。 

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の通 訳
つうやく

・介 助 員
かいじょいん

派遣
はけん

事 業
じぎょう

を充 実
じゅうじつ

させるとともに、盲
もう

ろう者
しゃ

も個別
こべつ

のニーズ
に ー ず

に対 応
たいおう

できるパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

制度
せいど

の利用
りよう

ができる

ようにしてほしい。 

・また、盲
もう

ろう 者
しゃ

も個別
こべつ

のニーズ
に ー ず

に対 応
たいおう

できるサービス
さ ー び す

が必 要
ひつよう

になると 思
おも

われる

ので、盲
もう

ろう 者
しゃ

も利用
りよう

できる自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の 法
ほう

制度
せいど

にしてほしい。 

・自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

の枠組
わくぐ

みでは、盲
もう

ろう 者
しゃ

は使
つか

えなので、都道府県
とどうふけん

レベル
れ べ る

で考
かんが

えて

欲
ほ
しい。 

・マイノリティ
ま い の り て ぃ

ーの話
はなし

は 障 害
しょうがい

全 般
ぜんぱん

に関
かか

わる話
はなし

、２月
がつ

のパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

の

記 述
きじゅつ

を確 認
かくにん

した上
うえ

で、どう報 告 書
ほうこくしょ

に入
い
れるのか 検 討

けんとう
したい。 

・総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

については、 鳥 取 県
とっとりけん

でも期待
きたい

が 大
おお

きい。 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

15 回
かい

 

H23.6.23 資 料
しりょう

１１ 
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・ここでの議論
ぎろん

は、市 町 村
しちょうそん

の実 態
じったい

からかけ離
はな

れていると思
おも

う。期待
きたい

はずれとなれ

ば、障 害 者
しょうがいしゃ

の期待
きたい

を裏切
うらぎ

ることとなるので 心 配
しんぱい

である。だから、国 民 的
こくみんてき

な合意
ごうい

を得
え
なければならない。 

・部会
ぶかい

のことを 宣 伝
せんでん

したり、内 閣
ないかく

が 真 剣
しんけん

に取
と
り組

く
んでいると 広 報

こうほう
しないと、国 民

こくみん

の理解
りかい

が進
すす

まない。 

・出来
で き

る手助
てだす

けをする「あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」というのを鳥 取
とっとり

で始
はじ

めて、島根 県
しまねけん

にも

広
ひろ

がった。 

・成果
せいか

はなかなか分
わ
からないが、やっていかなければ 国 民 的

こくみんてき
な合意

ごうい
は得

え
られない。 

・総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

において、義務
ぎ む

を課
か
し義務

ぎ む
違反
いはん

があったら、担 当 者
たんとうしゃ

や市 町
しちょう

村 長
そんちょう

に

科 料
かりょう

を科
か
すと言

い
っているのには 腹

はら
が立

た
つ。市 町 村

しちょうそん
をパートナ

ぱ ー と な
ーとして 一 緒

いっしょ
にや

っていくなら良
よ
いが、被告 人

ひこくにん
とするのであればうまく 進

すす
まない。 

・全 国
ぜんこく

市 長 会
しちょうかい

や全 国
ぜんこく

町
まち

村 会
そんかい

、全 国
ぜんこく

知事会
ちじかい

など、地方
ちほう

６ 団 体
だんたい

の協 力
きょうりょく

を得
え
な

いとうまく 法 律
ほうりつ

も成 立
せいりつ

しない。 

・理念
りねん

は理念
りねん

として対 応
たいおう

し、現 実
げんじつ

を見
み
ないといけない。 

・７ 月
がつ

の部会
ぶかい

にむけ正 副
せいふく

座 長
ざちょう

会議
かいぎ

を行
おこな

っている。 

・第
だい

１期
き
、第

だい
２期

き
の作 業

さぎょう
チーム
ち ー む

の議論
ぎろん

を、しっかり踏
ふ
まえつつまとめている。 

・広 報
こうほう

やタウンミーティング
た う ん み ー て ぃ ん ぐ

も含
ふく

めて素案
そあん

に入
い
れていく。 

 

 

（１．Ｄ―６の 論 点
ろんてん

） 

（（１）Ｄ―６―２ 権利
けんり

擁護
ようご

を推 進
すいしん

していくためにはどのような 体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

か？ 

また 相 談
そうだん

支援
しえん

やエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の事業 化
じぎょうか

についてどう 考
かんが

えるか？） 

 

・権利
けんり

擁護
ようご

に係
かかわ

る相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

は、機能
きのう

が十 分
じゅうぶん

に果
は
たされていないのが 現 状

げんじょう
。 

・人 生
じんせい

をトータル
と ー た る

にサポート
さ ぽ ー と

する体 制
たいせい

を整
ととの

えることが 必 要
ひつよう

であり、障 害 者
しょうがいしゃ

に

恒 常 的
こうじょうてき

に寄
よ
り添

そ
うキーパーソン

き ー ぱ ー そ ん
が 必 要

ひつよう
である。 

・エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の視点
してん

を持
も
ちながらケアマネジメント

け あ ま ね じ め ん と
を行

おこな
う専 門

せんもん
職

しょく
（障 害 者

しょうがいしゃ

ケアマネージャ
け あ ま ね ー じ ゃ

ー）を確 立
かくりつ

し、障 害 者
しょうがいしゃ

を総 合 的
そうごうてき

に支援
しえん

できるような仕組
し く

みを

創 設
そうせつ

する 必 要
ひつよう

がある。 

・老 人
ろうじん

の分野
ぶんや

については、介護
かいご

保険
ほけん

ができて良
よ
くなった。障 害 者

しょうがいしゃ
については、権利

けんり
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擁護
ようご

が実 効 的
じっこうてき

なものとなっていない。 

・相 談
そうだん

と支援
しえん

が一体 化
いったいか

していない。 

・行 政
ぎょうせい

と事
じ

業 者
ぎょうしゃ

との連 帯 感
れんたいかん

を懸念
けねん

している。 

・相 談
そうだん

支援
しえん

やエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の事 業
じぎょう

に当事 者
とうじしゃ

やその 関 係 者
かんけいしゃ

を含
ふく

めて 参 画
さんかく

する

必 要
ひつよう

がある。 

・「権利
けんり

擁護
ようご

推 進 員
すいしんいん

」の 専 門 員
せんもんいん

を配置
はいち

し、 実 績
じっせき

に見合
み あ

う報 酬
ほうしゅう

を査定
さてい

する。 

・相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

は、当事 者
とうじしゃ

のできるだけ身近
みぢか

に設置
せっち

し、相 談 者
そうだんしゃ

のニーズ
に ー ず

に 一 元 的
いちげんてき

に応
こた

えられる 体 制
たいせい

を 作
つく

る。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援 法
しえんほう

改 正 法
かいせいほう

では、平 成
へいせい

２４ 年
ねん

４月
がつ

から 相 談
そうだん

支援
しえん

が大 幅
おおはば

に

見直
みなお

されることとなっているが、 団 体
だんたい

が入
はい

っていけない仕組
し く

みとなっている。 今
いま

や

っている団 体
だんたい

が入
い
れるスキーム作

すきーむづく
りにすべきである。 

・障 害
しょうがい

のある 人
ひと

に寄
よ
り添

そ
うキーパーソン

き ー ぱ ー そ ん
が必 要

ひつよう
であり、そのための 人 材

じんざい
確保
かくほ

と

人 材
じんざい

育 成
いくせい

が必 要
ひつよう

である。 

・身近
みぢか

に相 談
そうだん

できる場所
ばしょ

として福祉
ふくし

事務所
じむしょ

などが窓 口
まどぐち

となるように 行 政
ぎょうせい

に 求
もと

めたい。

同時
どうじ

に、障 害 者
しょうがいしゃ

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーなどに権利
けんり

侵 害
しんがい

、虐 待
ぎゃくたい

などの 相 談
そうだん

に 対 応
たいおう

できるシステム
し す て む

をつくるべきである。 

・相 談
そうだん

支援
しえん

やエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

については、 市 町 村
しちょうそん

は公 的
こうてき

役 割
やくわり

を果
は
たすべきであ

る。 

・ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

で 対 応
たいおう

できる専門 家
せんもんか

が必 要
ひつよう

。 

・人 材
じんざい

の確保
かくほ

が困 難
こんなん

であるが、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、行 政
ぎょうせい

、関 係
かんけい

なく 第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

が必 要
ひつよう

である。 

・多
おお

くの施設
しせつ

では、権利
けんり

擁護
ようご

といっても、 形 式 的
けいしきてき

なものとなっている。 

・エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

については権利
けんり

行使
こうし

が重 要
じゅうよう

である。 

・地域
ちいき

移行
いこう

に 携
たずさ

わってきたが、施設
しせつ

からの地域
ちいき

移行
いこう

については、自立
じりつ

生 活
せいかつ

体 験 室
たいけんしつ

のように地域
ちいき

移行
いこう

したいと 思
おも

うようなプロセス
ぷ ろ せ す

が必 要
ひつよう

である。 

・本 人
ほんにん

に寄
よ
り添

そ
うようなキーパーソン

き ー ぱ ー そ ん
が大事

だいじ
であり、脊 損

せきそん
の人

ひと
には脊

せき
損
そん

でないと分
わ

からない。 

・当事 者
とうじしゃ

団 体
だんたい

のレベルアップ
れ べ る あ っ ぷ

が必 要
ひつよう

であり、相 談
そうだん

支援
しえん

やエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

ができる

など団 体
だんたい

がしっかりすべきであり、当事 者
とうじしゃ

団 体
だんたい

を育
そだ

てる 必 要
ひつよう

がある。 

・「あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」のように意識
いしき

を変
か
え、さらに 啓 発

けいはつ
が必 要

ひつよう
であり、それが大

おお
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きな力
ちから

となる。 

・当事 者
とうじしゃ

だからこそ分
わ
かる寄

よ
り添

そ
い。 

・エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

は身近
みぢか

な市 町 村
しちょうそん

レベル
れ べ る

で。 

・マイノリティ
ま い の り て ぃ

ーの方
かた

については、 県
けん

で広 域 的
こういきてき

な支援
しえん

が必 要
ひつよう

。 

・施設
しせつ

においては 第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

が適 切
てきせつ

。 

・在 宅
ざいたく

は相 談
そうだん

体 制
たいせい

が弱
よわ

い。 

 

 

 

まとめ： 

相 談
そうだん

支援
しえん

に は 、 具 体 的
ぐたいてき

な サービス
さ ー び す

に つ な げ る も の と 、 障 害
しょうがい

当 事 者
とうじしゃ

の

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

（障 害
しょうがい

当 事 者
とうじしゃ

のあきらめさせられた、我慢
がまん

させられた 想
おも

いや 願
ねが

いを

大 切
たいせつ

にし、生
い
きる力

ちから
、 自

みずか
らがコントロール

こ ん と ろ ー る
する力

ちから
を獲 得

かくとく
すること）や権利

けんり
擁護
ようご

に

つながるものの、二
に

種 類
しゅるい

がある。この二
ふた

つを満
み
たすためには、相 談

そうだん
支援
しえん

の 拠 点
きょてん

とし

て、寄
よ
り添

そ
う当 事 者

とうじしゃ
が 中 心

ちゅうしん
となったものと、 専 門 的

せんもんてき
知識
ちしき

を 有
ゆう

する支 援 者
しえんしゃ

による

もの、そして実施
じっし

責 任
せきにん

を持
も
つ行 政

ぎょうせい
の３つの主 体

しゅたい
による相 談

そうだん
支援
しえん

体 制
たいせい

が、それぞ

れに必 要
ひつよう

である。 

 また身近
みぢか

な 市 町 村
しちょうそん

レベル
れ べ る

、だけでなく、専 門 的
せんもんてき

相 談
そうだん

やマイノリティ
ま い の り て ぃ

（ 絶 対 数
ぜったいすう

が 少
すく

ない）障 害 者
しょうがいしゃ

への対 応
たいおう

などは都道府県内
とどうふけんない

で広 域 的
こういきてき

、かつ、関 連
かんれん

当 事 者
とうじしゃ

団 体
だんたい

が蓄 積
ちくせき

しているノウハウ
の う は う

等
とう

の活 用
かつよう

に配 慮
はいりょ

する。 

 さらに、権利
けんり

の 形 成
けいせい

や 獲 得
かくとく

支援
しえん

に 関
かん

しては、 鳥 取 県
とっとりけん

・島 根 県
しまねけん

で進
すす

められて

いる「あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

」（※）のような、地域
ちいき

社 会
しゃかい

への普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

の 活 動
かつどう

も不可欠
ふかけつ

である。 

（※）あいサポート
さ ぽ ー と

運 動
うんどう

とは、地域
ちいき

の理解
りかい

が不可欠
ふかけつ

という 考
かんが

えをもとに、 障 害
しょうがい

のあ

る 人
ひと

が、地域
ちいき

の 一 員
いちいん

としていきいきと暮
く
らしていくため、 国 民

こくみん
に 広

ひろ
く、 障 害

しょうがい
の

特 性
とくせい

や 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

への 配 慮
はいりょ

の仕方
しかた

などを知
し
っていいただき 実 践

じっせん
していただく

運 動
うんどう

。 一 般
いっぱん

市民
しみん

、さまざまな 障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

や 県 内 外
けんないがい

の 民 間
みんかん

企 業
きぎょう

等
とう

が“あ

いサポータ
さ ぽ ー た

ー”として参加
さんか

協 力
きょうりょく

し、暮
く
らしやすい地域

ちいき
社 会 作
しゃかいづく

りのために 運 動
うんどう

を繰
く

り 広
ひろ

げている。平 成
へいせい

21年
ねん

より実施
じっし

。 
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（（２）Ｄ－６－３ サービス
さ ー び す

の質
しつ

の確保
かくほ

等
とう

のための 苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

と第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

の

仕組
し く

みについてどう考
かんが

えるか？） 

 

・障 害 者
しょうがいしゃ

の身近
みぢか

に独 立
どくりつ

した苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

機関
きかん

がない。 

・第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

については、自立
じりつ

支援 法
しえんほう

に基
もと

づく指定
してい

事 業 所
じぎょうしょ

についての

第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

の仕組
し く

みがなく、サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

の質
しつ

を担
たん

保
ほ
する仕組

し く
みが

不 十 分
ふじゅうぶん

。 

・施設
しせつ

の 苦 情
くじょう

窓 口
まどぐち

は言
い
い出

だ
しにくく、区

く
や県

けん
に上

あ
がっていない。どこかでふたがさ

れている。 

・ある市
し
では 苦 情

くじょう
窓 口
まどぐち

を施設
しせつ

の外
そと

に設置
せっち

しており、外
そと

に置
お
くのも一

ひと
つの 方 法

ほうほう
で

ある。 

・訪 問
ほうもん

サービス
さ ー び す

系
けい

事 業 所
じぎょうしょ

はまだ 少
すく

ない。第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

を入
い
れる前

まえ
にサービス

さ ー び す

形 態
けいたい

の仕組
し く

みで淘汰
とうた

されるべきであり、 競 争
きょうそう

原理
げんり

が必 要
ひつよう

である。 

・大都市
だいとし

の介護
かいご

保険
ほけん

の事 業 所
じぎょうしょ

は、 競 争
きょうそう

原理
げんり

が 働
はたら

き、そのような 段 階
だんかい

に入
はい

って

いる。 

・被災地
ひさいち

に行
い
くと、避難 所

ひなんじょ
は理路整然

りろせいぜん
と運 営

うんえい
され、 老 人

ろうじん
や障 害 者

しょうがいしゃ
は 特 別

とくべつ
な

配 慮
はいりょ

と支援
しえん

がしっかり 行
おこな

われており 感 心
かんしん

した。 

・国 民
こくみん

は、自分
じぶん

の権利
けんり

を理解
りかい

しており、 苦 情
くじょう

処理
しょり

などは日本
にほん

にあったやり 方
かた

が

必 要
ひつよう

。 

・障 害
しょうがい

施策
しさく

全 体
ぜんたい

の基盤
きばん

整備
せいび

が必 要
ひつよう

である。サービス
さ ー び す

を使
つか

うとき 本 人
ほんにん

への 説 明
せつめい

と契 約
けいやく

があり、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が必 要
ひつよう

であるが、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を 保 障
ほしょう

す

る資源
しげん

が少
すく

なく苦 情
くじょう

も言
い
えない。 

・苦 情
くじょう

もしっかり 対 応
たいおう

すれば苦 情
くじょう

でなくなる。 

・高 齢 者
こうれいしゃ

と障 害 者
しょうがいしゃ

の接 触
せっしょく

事故
じ こ

があり、障 害 者 側
しょうがいしゃがわ

が入 院
にゅういん

費用
ひよう

を負担
ふたん

したが、

県
けん

は家族
かぞく

の相 談
そうだん

にも 十 分
じゅうぶん

な対 応
たいおう

ができず、情 報
じょうほう

公 開
こうかい

もない。障 害
しょうがい

から起
お
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きたトラブル
と ら ぶ る

への救 済
きゅうさい

が足
た
りない。 

 

 

 

まとめ： 

地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

や重 点 的
じゅうてんてき

な基盤
きばん

整備
せいび

があり、選
えら

べるだけの選 択 肢
せんたくし

が地域
ちいき

に 存
そん

在
ざい

し、その 上
うえ

で 苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

や 第 三 者
だいさんしゃ

評 価
ひょうか

の仕組
し く

み 作
づく

りが 重 要
じゅうよう

になる。

基盤
きばん

整備
せいび

（量 的
りょうてき

な確保
かくほ

）が進
すす

まない中
なか

での質
しつ

の確保
かくほ

はあり得
え
ない。また苦 情

くじょう
とい

う 形
かたち

で問 題 化
もんだいか

する以前
いぜん

の 段 階
だんかい

での、障 害
しょうがい

当 事 者
とうじしゃ

とその関 係 者
かんけいしゃ

からの 話
はなし

をじっ

くり聞
き
く、事前

じぜん
相 談
そうだん

や寄
よ
り添

そ
い 型

かた
の相 談

そうだん
支援
しえん

の仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

上 記
じょうき

を満
み
たした上

うえ
で、それでも改 善

かいぜん
されない、あるいは実 際

じっさい
に起

お
こってしまった

苦 情
くじょう

については、 実 態
じったい

として権利
けんり

保 障
ほしょう

する為
ため

の苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

に向
む
けた 対 応

たいおう
機関
きかん

が 必 要
ひつよう

である。 

 

 

 

 

 

 

（２．Ｉ－３の 論 点
ろんてん

） 

（（１）Ｉ－３－３ この法
ほう

の実施
じっし

に関
かん

するモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

の必 要 性
ひつようせい

をどう見
み
る

か？） 

 

・障 害 者
しょうがいしゃ

基本 法
きほんほう

改 正
かいせい

法 案
ほうあん

においても監視
かんし

のための機関
きかん

を 設
もう

ける旨
むね

の規定
きてい

がな

されており、障 害 者
しょうがいしゃ

基本 法
きほんほう

改 正
かいせい

法 案
ほうあん

に基
もと

づくモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

の 役 割
やくわり

等
とう

の整理
せいり

が必 要
ひつよう

。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

の観 点
かんてん

からモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

の設置
せっち

は必 要
ひつよう

。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

は 必 要
ひつよう

。しかし、その機関
きかん

の位置
い ち

づけとそれを 担
にな

う構
こう

成 員
せいいん

に

課題
かだい

がある。 

・仕組
し く

み・組織
そしき

を広
ひろ

く 国 民
こくみん

に知
し
らせることが 大 切

たいせつ
であり、あるべき 姿

すがた
は 行 政

ぎょうせい
から
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独 立
どくりつ

した 形
かたち

が必 要
ひつよう

であり、障 害
しょうがい

当事 者
とうじしゃ

や保護者
ほごしゃ

等
とう

の参加
さんか

ではなく 参 画
さんかく

であ

る。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

基本 法
きほんほう

改 正
かいせい

法 案
ほうあん

に基
もと

づく都道府県
とどうふけん

の「合議 制
ごうぎせい

の機関
きかん

」であり、 

包 括 的
ほうかつてき

なモニタリング
も に た り ん ぐ

の仕組
し く

みが不可欠
ふかけつ

である。 

・国
くに

レベル
れ べ る

、地方
ちほう

レベル
れ べ る

においてモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

を設
もう

け、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

・

障 害 者
しょうがいしゃ

基本 法
きほんほう

が守
まも

られているのか 適 正
てきせい

に実施
じっし

されているのか 確 認
かくにん

する機関
きかん

が国
くに

レベル
れ べ る

、県
けん

レベル
れ べ る

、市 町 村
しちょうそん

レベル
れ べ る

で必 要
ひつよう

である。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

は障 害 者
しょうがいしゃ

の代 表
だいひょう

が十 分
じゅうぶん

参 画
さんかく

できることが 条 件
じょうけん

である。 

・専 門 性
せんもんせい

、公 平 性
こうへいせい

、中 立 性
ちゅうりつせい

の 高
たか

い機関
きかん

であることが 必 要
ひつよう

。 

・東 京
とうきょう

都内
とない

に 盲
もう

ろう者
しゃ

が２，０００ 人
にん

いると推 計
すいけい

されているが、身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

で目
め
と耳

みみ
の両 方

りょうほう
の障 害

しょうがい
が認 定

にんてい
されている 人

ひと
は８２０ 人

にん
ぐらい。そして、

盲
もう

ろう者向
しゃむ

けの派遣
はけん

事 業
じぎょう

を利用
りよう

できているのは 約
やく

９０人
にん

。いくらモニタリング
も に た り ん ぐ

を

しても、利用 者
りようしゃ

が少
すく

ないので 間
あいだ

に合
あ
っている言

い
われて、後 回

あとまわ
しにされる 恐

おそ
れがあ

る。 

・盲
もう

ろう者
しゃ

自身
じしん

が自分
じぶん

の使
つか

える福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を知
し
らない 人

ひと
が 多

おお
いので、

モニタリング
も に た り ん ぐ

の前
まえ

に、まずは 盲
もう

ろう 者
もの

に対
たい

して福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

が

必 要
ひつよう

である。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委員 会
いいんかい

でのモニタリング
も に た り ん ぐ

がどのような議論
ぎろん

をされて、障 害 者
しょうがいしゃ

基本 法
きほんほう

の改 正
かいせい

法 案
ほうあん

の中
なか

に盛
も
り込

こ
まれたかということも踏

ふ
まえて 説 明

せつめい
してほし

い。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の 第
だい３

３３条にモニタリング
も に た り ん ぐ

の項 目
こうもく

がある。この 条 項
じょうこう

を受
う
けて、

委員 会
いいんかい

は、障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

や基本
きほん

計 画
けいかく

を含
ふく

め調 査
ちょうさ

、審議
しんぎ

できる、施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

について 勧 告
かんこく

ができる。勧 告
かんこく

された担 当
たんとう

大 臣
だいじん

は、応 答
おうとう

義務
ぎ む

が生
しょう

じる。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

の仕組
し く

みを 各 法
かくほう

ごとに 作
つく

るのは効 率 的
こうりつてき

ではない。 

・当事 者
とうじしゃ

の参加
さんか

ではなく 参 画
さんかく

するには、客 観 的
きゃくかんてき

な事実
じじつ

の情 報
じょうほう

があってから

参 画
さんかく

できる。一 方 的
いっぽうてき

な要 望
ようぼう

、要 求
ようきゅう

ではなく、実 際
じっさい

に知恵
ち え

を絞
しぼ

って 政 策
せいさく

の

立 案
りつあん

に参 画
さんかく

できる。 

・サービス
さ ー び す

水 準
すいじゅん

や状 況
じょうきょう

を評 価
ひょうか

・公 表
こうひょう

され、障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

マップ
ま っ ぷ

ができ、良
よ
い意味

い み

で自治体間
じちたいかん

競 争
きょうそう

がおこるモニタリング
も に た り ん ぐ

の仕組
し く

みが 必 要
ひつよう

。 
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・モニタリング
も に た り ん ぐ

の範囲
はんい

をどうするかが、 大
おお

きなポイント
ぽ い ん と

である。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

の範囲
はんい

を広
ひろ

げることが、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

分野
ぶんや

の範囲
はんい

ではなく 生 活
せいかつ

全 体
ぜんたい

の

範囲
はんい

でモニタリング
も に た り ん ぐ

できるシステム
し す て む

が必 要
ひつよう

である。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

の範囲
はんい

、あるいは差別
さべつ

禁止 法
きんしほう

部会
ぶかい

との連 携
れんけい

も 含
ふく

めて考
かんが

えていかな

いといけない 所
ところ

だと思
おも

う。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

基本 法
きほんほう

でのモニタリング
も に た り ん ぐ

は、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

だけを 対 象
たいしょう

にしているのではな

い。障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

等
とう

の全 般 的
ぜんぱんてき

なモニタリング
も に た り ん ぐ

となる。 

・都道府県
とどうふけん

や市 町 村
しちょうそん

の障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

と障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委員 会
いいんかい

の

関 係
かんけい

はどうなっているのか。 

・中 央
ちゅうおう

レベル
れ べ る

では、中 央
ちゅうおう

障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

や 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

を発 展
はってん

、改組
かいそ

し、新
あら

たな障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委員 会
いいんかい

とし、国
くに

・都道府県
とどうふけん

は必置
ひっち

、市 町 村
しちょうそん

はできるという書
か
きぶりになっている。 

・各 法
かくほう

においてモニタリング
も に た り ん ぐ

をやるのは屋
や
上屋
かみや

になるのではないかという意見
いけん

があった。 

・基盤
きばん

整備
せいび

のためにも支援
しえん

やサービス
さ ー び す

情 報
じょうほう

についての客 観 的
きゃくかんてき

な評 価
ひょうか

、公 表
こうひょう

をす

べきではないかという意見
いけん

があった。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

そもそも福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の範囲
はんい

だけではいけないのではないかという意見
いけん

が

あった。 

・Ｉ－３－４と 一 緒
いっしょ

に議論
ぎろん

したい。 

 

 

（（２）Ｉ－３－４ 相 談
そうだん

、「選 択
せんたく

と決 定
けってい

」（支 給
しきゅう

決 定
けってい

)、支援
しえん

の利用
りよう

、利用 者
りようしゃ

負担
ふたん

等
とう

、この 法
ほう

に関
かか

わる 全 般 的
ぜんぱんてき

な不服
ふふく

審査
しんさ

・ 苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

・権利
けんり

擁護
ようご

機関
きかん

の

必 要 性
ひつようせい

をどう見
み
るか？） 

 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

の 対 象
たいしょう

を明 確
めいかく

にしないといけない。 例
たと

えば、施設
しせつ

の整備
せいび

水 準
すいじゅん

なの

かサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

の是非
ぜ ひ

なのか。 

・介護
かいご

保険
ほけん

においては、施設
しせつ

の整備
せいび

水 準
すいじゅん

は介護
かいご

計 画
けいかく

の中
なか

で検
けん

証
しょう

し整備
せいび

を重
かさ

ね

ていくというプロセス
ぷ ろ せ す

であり、各 市 町 村
かくしちょうそん

でサービス
さ ー び す

の提 供
ていきょう

のための整備
せいび

計 画
けいかく

を

作
つく

り、できなければリニューアル
り に ゅ ー あ る

するというＰ（ 計 画
けいかく

）Ｄ（ 実 行
じっこう

）Ｃ（チェック
ち ぇ っ く

）

Ａ（改 善
かいぜん

）サイクル
さ い く る

の 中
なか

でモニタリング
も に た り ん ぐ

をやっていく。 
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・モニタリング
も に た り ん ぐ

は 社 会
しゃかい

基盤
きばん

整備
せいび

の達成 度
たっせいど

のモニタリング
も に た り ん ぐ

と理解
りかい

している。 

・相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーが４ 月
がつ

導 入
どうにゅう

されるわけであり、基幹
きかん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの 中
なか

で

いろいろなものが 完 結
かんけつ

してくる。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

は基本 的
きほんてき

に総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

の理念
りねん

がどこまで 守
まも

られているか、個別
こべつ

の

不服
ふふく

審査
しんさ

はモニタリング
も に た り ん ぐ

には入
はい

ってこなくて 相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーで処理
しょり

されるもの

と考
かんが

えている。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

そのものは 必 要
ひつよう

であると 考
かんが

えている。 

・施設 内
しせつない

での 相 談
そうだん

や苦 情
くじょう

は、現場
げんば

で解 決
かいけつ

できる。 

・今
いま

の都道府県
とどうふけん

審査 会
しんさかい

は、 支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

に問 題
もんだい

がなかったかを見
み
るとい

う形
かたち

になっている。 問 題
もんだい

はその支 給
しきゅう

決 定
けってい

が１人１人の実 情
じつじょう

にあっているのか、

新 法
しんぽう

の理念
りねん

に沿
そ
った 形

かたち
の生 活

せいかつ
が成

な
り立

た
つのか審査

しんさ
する。その 人

ひと
の生 活

せいかつ
状 況
じょうきょう

を審査 会
しんさかい

が把握
はあく

をして審査
しんさ

ができる仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

・ある自治体
じちたい

では、事 業 所
じぎょうしょ

の報 酬
ほうしゅう

の不正
ふせい

請 求
せいきゅう

に対
たい

して、指定
してい

取
と
り消

け
しを 行

おこな
い

公 表
こうひょう

している 一 方
いっぽう

で、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

がサービス
さ ー び す

の量
りょう

が足
た
りないとか２４時間

じかん

介護
かいご

が認
みと

められないとかいろいろな不満
ふまん

を言
い
える仕組

し く
みがないない。障 害 者

しょうがいしゃ
にとっ

ては不服
ふふく

をいう場
ば
がない 一 方

いっぽう
で行 政

ぎょうせい
は事 業 所

じぎょうしょ
を締

し
め付

つ
けている状 況

じょうきょう
である。 

・都道府県内
とどうふけんない

で市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

がないかというモニタリング
も に た り ん ぐ

とか、市 町
しちょう

村 内
そんない

で同
おな

じ

ような障 害
しょうがい

の方
かた

が公 平
こうへい

に支 給
しきゅう

されているのかみるべき。 

・モニタリング
も に た り ん ぐ

と不服
ふふく

申 立
もうした

てを一 緒
いっしょ

にせずに、ミクロ
み く ろ

とメゾ
め ぞ

とマクロ
ま く ろ

の３ 段 階
だんかい

に分
わ

ける必 要
ひつよう

があるかと思
おも

う。審査 会
しんさかい

で内 容
ないよう

をチェック
ち ぇ っ く

するというミクロ
み く ろ

の部分
ぶぶん

での

不服
ふふく

審査
しんさ

は市 町 村
しちょうそん

レベル
れ べ る

でできる。メゾレベル
め ぞ れ べ る

は、市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

があったり、

マイノリティ
ま い の り て ぃ

ー問 題
もんだい

についての指摘
してき

などについては都道府県
とどうふけん

レベル
れ べ る

でチェック
ち ぇ っ く

する

必 要
ひつよう

がある。マクロレベル
ま く ろ れ べ る

は都道府県
とどうふけん

における福祉
ふくし

計 画
けいかく

のチェック
ち ぇ っ く

機能
きのう

というも

のである。 

・スウェーデン
す う ぇ ー で ん

では、権利
けんり

としてサービス
さ ー び す

を保
たもつ

証
しょう

するだけでなく、支 給
しきゅう

決 定
けってい

できな

い場合
ばあい

は行 政
ぎょうせい

裁 判 所
さいばんしょ

に訴
うった

えてくださいと行 政 側
ぎょうせいがわ

が言
い
う。 

・情 報
じょうほう

が行
ゆ
き渡

わた
っていないから不服

ふふく
を言

い
う以前

いぜん
で終

お
わってしまう 現 状

げんじょう
があるので、

行 政
ぎょうせい

のケースワーカ
け ー す わ ー か

ーなどの 窓 口
まどぐち

の人
ひと

が不服
ふふく

だったら手続
てつづ

きが取
と
れますよという

情 報
じょうほう

を提
てい

供
きょう

すべきであり、不服
ふふく

申 請
しんせい

する以前
いぜん

の事前
じぜん

相 談
そうだん

になると 思
おも

う。 

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

での手話
しゅわ

通 訳
つうやく

の派遣
はけん

の範囲
はんい

が狭
せま

くて 使
つか

いづらく、昨日
きのう
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フィンランド
ふ ぃ ん ら ん ど

から帰
かえ

ってきたが、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

は例
たと

えば麻薬
まやく

の 取 引
とりひき

も手話 通
しゅわつう

訳 者
やくしゃ

が入
はい

る。通 訳
つうやく

の依頼
いらい

については可能
かのう

であると聞
き
いてびっくりした。日本

にほん
では

断
ことわ

られたケース
け ー す

について不満
ふまん

を言
い
う場

ば
がなく仕方

しかた
なく全 日 本

ぜんにっぽん
ろうあ 連 盟

れんめい
に意見

いけん

を出
だ
して連 盟

れんめい
から国

くに
に意見

いけん
をいうが、 国

くに
は地方

ちほう
に意見

いけん
を言

い
うことはできない。

大事
だいじ

なのは、 行 政
ぎょうせい

に対
たい

しての苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

の場
ば
の保 障

ほしょう
である。 

・総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

のためだけのモニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

を求
もと

めるのではなく、障 害 者
しょうがいしゃ

基本 法
きほんほう

に基
もと

づいて置
お
かれる障 害 者

しょうがいしゃ
政 策
せいさく

委員 会
いいんかい

に対
たい

して、総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

の観 点
かんてん

から

意見
いけん

を求
もと

めるということが 前 提
ぜんてい

である。 

・自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

との 整 合 性
せいごうせい

はまとめの 中
なか

に入
はい

るのか。 

 

 

 

Ｉ－３－３及
およ

びＩ－３－４ まとめ： 

この 法
ほう

の実施
じっし

に 関
かん

して、この 法 律
ほうりつ

に 基
もと

づく 形
かたち

ではなく、 障 害 者
しょうがいしゃ

基 本 法
きほんほう

の

改 正
かいせい

案
あん

で 示
しめ

された障 害 者
しょうがいしゃ

政 策
せいさく

委 員 会
いいんかい

に、総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

のモニタリング
も に た り ん ぐ

も求
もと

め

る 事
こと

とする。 一 方
いっぽう

、この 法
ほう

の 支 給
しきゅう

決 定
けってい

やサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

に 関
かん

しての不服
ふふく

申 立
もうしたて

機関
きかん

は必 要
ひつよう

である。 

個
こ
に起因

きいん
する、ミクロレベル

み く ろ れ べ る
（個人

こじん
）の不服

ふふく
審査
しんさ

や権利
けんり

擁護
ようご

に関
かん

しては、結 論
けつろん

10で

も 示
しめ

したように、 相 談
そうだん

支援
しえん

との 連 携
れんけい

に 基
もと

づく 対 応
たいおう

が 必 要
ひつよう

である。また、

市 町 村
しちょうそん

や都道府県
とどうふけん

レベル
れ べ る

の不服
ふふく

申 立
もうしたて

機関
きかん

への手続
てつづ

きのハードル
は ー ど る

を 低
ひく

くする 為
ため

、

相 談
そうだん

支援
しえん

に不服
ふふく

申 立
もうしたて

の支援
しえん

等
とう

が出来
で き

る事
こと

も求
もと

められる。 

メゾ
め ぞ

－マクロレベル
ま く ろ れ べ る

（ 市 町 村
しちょうそん

や 圏 域
けんいき

など）における、 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

の

実施
じっし

状 況
じょうきょう

や 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

に 関
かん

しては、 市 町 村
しちょうそん

や都道府県
とどうふけん

に設置
せっち

される

審 議 会
しんぎかい

その他
た
の合 議 制

ごうぎせい
の機関

きかん
でモニタリング

も に た り ん ぐ
を 行

おこな
う。その 際

さい
、個別

こべつ
ケース
け ー す

ではない

地域
ちいき

課題
かだい

の 問 題
もんだい

について、 障 害
しょうがい

当 事 者
とうじしゃ

や 相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

が 上 記
じょうき

モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

に課題
かだい

提起
ていき

をすることが出来
で き

る事
こと

とする。 

モニタリング
も に た り ん ぐ

された内 容
ないよう

は、都道府県
とどうふけん

および地域
ちいき

の自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

に向
む
けて伝

つた

えられる。都道府県
とどうふけん

および地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

では、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の 進 行
しんこう

管理
かんり

や次期
じ き

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

などにおいて、モニタリング
も に た り ん ぐ

内 容
ないよう

も踏
ふ
まえた内 容

ないよう
を 検 討

けんとう

し、整備
せいび

水 準
すいじゅん

を高
たか

める事
こと

とする。 
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（３．第二期
だいにき

で具体 的
ぐたいてき

に検 討
けんとう

すべき論 点
ろんてん

） 

（（１）権利
けんり

擁護
ようご

の仕組
し く

みそのものに 加
くわ

え、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止 法
きんしほう

（仮 称
かしょう

）や障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止 法
ぼうしほう

  （ 仮 称
かしょう

）でカバ
か ば

ーすべき部分
ぶぶん

と自治体
じちたい

が自主 的
じしゅてき

に担
にな

う 役 割
やくわり

につ

いて、どう 考
かんが

えるか？ ） 

 

・人 権
じんけん

関 係
かんけい

は 法 律
ほうりつ

で規定
きてい

して疑義
ぎ ぎ

のない形
かたち

としていただき、これは最 終 的
さいしゅうてき

に

司法
しほう

救 済
きゅうさい

の対 象
たいしょう

となると 思
おも

うので、ここに自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

の余地
よ ち

は残
のこ

さない方
かた

がよい。一 方
いっぽう

で相 談
そうだん

支援
しえん

サービス
さ ー び す

は自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

を認
みと

めることが 考
かんが

えられる。 

・通 報
つうほう

窓 口
まどぐち

、 相 談
そうだん

等
とう

を受
う
ける機関

きかん
を担 当

たんとう
する 職 員

しょくいん
の資質

ししつ
の向 上

こうじょう
に関

かん
する

研 修
けんしゅう

が、 通
とお

り一 遍
いっぺん

なものとならないこと。 

・施設
しせつ

や 精 神
せいしん

病 院
びょういん

は閉鎖 的
へいさてき

で既存
きそん

の既得 権
きとくけん

を守
まも

る動
うご

きがあるので、自治体
じちたい

で

チェック
ち ぇ っ く

してくれる機関
きかん

が必 要
ひつよう

。 

・人 権
じんけん

の救 済 法
きゅうさいほう

が閣議
かくぎ

決 定
けってい

された 位
くらい

の段 階
だんかい

にきており、民 主 党
みんしゅとう

、自民 党
じみんとう

も

人 権
じんけん

問 題
もんだい

についてはシビア
し び あ

になっている。 人 権
じんけん

については、自治体
じちたい

の 裁 量
さいりょう

はな

く、その中
なか

に障 害 者
しょうがいしゃ

や外 国 人
がいこくじん

などさまざまな 人 権
じんけん

救 済
きゅうさい

についての用意
ようい

がな

されている。 

・自治体
じちたい

が自主 的
じしゅてき

に担
にな

うためには、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止 法
きんしほう

や障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止 法
ぼうしほう

をもとにした 条 例
じょうれい

制 定
せいてい

が必 要
ひつよう

。千葉県
ちばけん

やさいたま市
し
の取

と
り組

く
みのように、差別

さべつ

事例
じれい

の検 証
けんしょう

や多
おお

くの市民
しみん

を巻
ま
き込

こ
んだ取

と
り組

く
みが 大 切

たいせつ
。 

・家族
かぞく

と 一 緒
いっしょ

に住
す
んでいる 盲

もう
ろう者

もの
が、家族

かぞく
からの理解

りかい
が得

え
られないため 精 神

せいしん

病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

させられたケース
け ー す

があり、本 人
ほんにん

の意向
いこう

は家族
かぞく

と暮
く
らしたいが、やむを

得
え
ない場合

ばあい
はアパート

あ ぱ ー と
借
か
りて自立

じりつ
するしかない。しかし、本 人

ほんにん
はそれを相 談

そうだん
できる

相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

がないので、 第 三 者
だいさんしゃ

が本 人
ほんにん

の意向
いこう

を汲
く
んで 対 応

たいおう
できる仕組

し く
みが

必 要
ひつよう

。 
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・国
くに

レベル
れ べ る

での障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止 法
きんしほう

の一 方
いっぽう

で、相 談
そうだん

支援
しえん

や権利
けんり

擁護
ようご

であったり

市民
しみん

啓 発
けいはつ

であったり、自治体
じちたい

だからこそできる障 害 者
しょうがいしゃ

への支援
しえん

、役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

が

必 要
ひつよう

。 

・自
みずか

らの意志
い し

が通
とお

らないような 状 態
じょうたい

にある人
ひと

について、第 三 者
だいさんしゃ

が本 人
ほんにん

の意向
いこう

を

汲
く
める仕組

し く
みが 必 要

ひつよう
。 

・施設
しせつ

や 精 神
せいしん

病 院
びょういん

の中
なか

では問 題
もんだい

について声
こえ

をあげられない。 今 回
こんかい

私
わたし

が危惧
き ぐ

し

ているのは、障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

法 案
ほうあん

の与党
よとう

案
あん

も野党
やとう

案
あん

も精 神
せいしん

病 院
びょういん

や

学 校
がっこう

機関
きかん

を外
はず

している。 

・権 力
けんりょく

の非 対 称 性
ひたいしょうせい

は、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や精 神
せいしん

病 院
びょういん

では実
じつ

は大
おお

きい。盲
もう

ろうの方
かた

とその家族
かぞく

の 葛 藤
かっとう

も権 力
けんりょく

の非 対 称 性
ひたいしょうせい

が最
もっと

も大
おお

きいところであるので、そうい

うところでは 第 三 者
だいさんしゃ

が本 人
ほんにん

の意向
いこう

を汲
く
める仕組

し く
みが必 要

ひつよう
である。これを 総 合

そうごう

福祉 法
ふくしほう

で求
もと

めるのか、障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止 法
きんしほう

とか 障
さわ

がい者
もの

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

で求
もと

めるのか、というと総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

を超
こ
えている部分

ぶぶん
もあるので、もちろん

相 談
そうだん

支援
しえん

で考
かんが

えるべき部分
ぶぶん

と 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

でも引
ひ
き続

つづ
き

議
ぎ

論
ろん

いただきたいと投
な
げ 返

かえ
したほうがいいかと思

おも
う。 

・障害児支援合同 作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

での検 討
けんとう

資 料
しりょう

の一部
いちぶ

に人 工
じんこう

内耳
ないじ

に係
かかわ

る 人 権
じんけん

侵 害
しんがい

と思
おも

われる事例
じれい

について問 題
もんだい

の記 述
きじゅつ

があったことを 報 告
ほうこく

したい。 

・権利
けんり

擁護
ようご

のところで二
ふた

つの側 面
そくめん

がある。 

・事後
じ ご

救 済
きゅうさい

に関
かん

しては、自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

がないのできちんと 法 律
ほうりつ

で定
さだ

める 必 要
ひつよう

が

ある。 

・事前
じぜん

予防
よぼう

に関
かん

しては、自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

がある。 

・精 神
せいしん

病 院
びょういん

や入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

あるいは 本 人
ほんにん

がなかなか意見
いけん

が言
い
えない状 況

じょうきょう
にある 人

ひと

に対
たい

しては、 第 三 者
だいさんしゃ

が本 人
ほんにん

の意見
いけん

を汲
く
める仕組

し く
みを相 談

そうだん
支援
しえん

やオンブズマン
お ん ぶ ず ま ん

等
とう

を絡
から

めながら 考
かんが

える。 

・ 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁止 法
きんしほう

や障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止 法
ぼうしほう

が有 効
ゆうこう

に使
つか

われるための 又
また

は

そこに至
いた

る以前
いぜん

に防
ふせ

ぐための自治体
じちたい

レベル
れ べ る

での 条 例
じょうれい

を作
つく

ることも大事
だいじ

ではない

か。総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

で 求
もと

める部分
ぶぶん

もあるが、 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

にも

提
てい

起
き
していくということとした。 
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まとめ： 

司法
しほう

救 済
きゅうさい

などの事後
じ ご

救 済
きゅうさい

に関
かん

しては、自治体
じちたい

に裁 量
さいりょう

を付与
ふ よ

せず、全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

の

規 準
きじゅん

での救 済
きゅうさい

が望
のぞ

ましい。一 方
いっぽう

、日 常 的
にちじょうてき

な権利
けんり

擁護
ようご

課題
かだい

（権利
けんり

形 成
けいせい

・獲 得
かくとく

側 面
そくめん

）については、市 町 村
しちょうそん

の裁 量
さいりょう

が担
たん

保
ほ
される方

かた
がよい。 

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

の入 所
にゅうしょ

・入 院 者
にゅういんしゃ

、また 在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

においても自身
じしん

の

意向
いこう

を伝
つた

えにくい（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

されていない） 障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

しては、第 三 者
だいさんしゃ

が

本 人
ほんにん

の意向
いこう

をくみ取
と
る支援

しえん
の仕組

し く
みが 必 要

ひつよう
である。相 談

そうだん
支援
しえん

機関
きかん

の訪 問
ほうもん

等
とう

によ

る 関
かか

わりだけでなく、第 三 者
だいさんしゃ

による施設
しせつ

・病 院
びょういん

訪 問
ほうもん

であるオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

（※）の創 設
そうせつ

なども求
もと

められる。 

国
くに

レベル
れ べ る

での 障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

禁 止 法
きんしほう

や 虐 待
ぎゃくたい

防 止 法
ぼうしほう

の 制 定
せいてい

は必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

である。

だが、自治体
じちたい

レベル
れ べ る

でも、差別
さべつ

禁止
きんし

の意識
いしき

啓 発
けいはつ

や斡 旋
あっせん

・調 整
ちょうせい

など、上 記
じょうき

法 律
ほうりつ

を

実 体 的
じったいてき

に機能
きのう

させる為
ため

の、また差別
さべつ

として現
あらわ

れる 前
まえ

に 問 題
もんだい

を 解
かい

決
けっ

するため、

今後
こんご

、市 町 村
しちょうそん

や都道府県
とどうふけん

単位
たんい

の条 例
じょうれい

（例
れい

：千葉県
ちばけん

やさいたま市
し
）が車

くるま
の 両 輪

りょうりん
と

して、設置
せっち

されることが求
もと

められる。 

 

（※）オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

とは、 元 々
もともと

スウェーデン
す う ぇ ー で ん

で 始
はじ

まった、 行 政
ぎょうせい

に 対
たい

する

苦 情
くじょう

処理
しょり

と 監 察
かんさつ

を 行
おこな

う 第 三 者
だいさんしゃ

機関
きかん

制度
せいど

のこと。福祉
ふくし

領 域
りょういき

でも施設
しせつ

での権利
けんり

侵 害
しんがい

等
とう

に対
たい

する独自
どくじ

の 調 査
ちょうさ

と改 善
かいぜん

を求
もと

める機関
きかん

として機能
きのう

している。我
わ
が 国

くに

の福祉
ふくし

分野
ぶんや

においても、障 害 者
しょうがいしゃ

・高 齢 者
こうれいしゃ

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を第 三 者
だいさんしゃ

の市民
しみん

が訪 問
ほうもん

し、利 用 者
りようしゃ

の 声
こえ

を聞
き
く 中

なか
で施設

しせつ
処 遇
しょぐう

の 改 善
かいぜん

を 目 的
もくてき

とした施設
しせつ

オンブズマン
お ん ぶ ず ま ん

が

各地
かくち

に作
つく

られている。また、精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

に市民
しみん

が訪 問
ほうもん

し、利 用 者
りようしゃ

の声
こえ

をもとに

処 遇
しょぐう

や療 養
りょうよう

環 境
かんきょう

の向 上
こうじょう

を目指
め ざ

す 精 神
せいしん

医 療
いりょう

オンブズマン
お ん ぶ ず ま ん

は、大 阪 府
おおさかふ

の制度
せいど

と

して位置
い ち

づけられた（現 在
げんざい

の療 養
りょうよう

環 境
かんきょう

サポータ
さ ぽ ー た

ー活 動
かつどう

）。 

 

 

 


